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『
東
方
』三
一
〇
号
よ
り

敦
煌
学
の
新
展
開

 

池
田　

温

  

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
創
価
大
学
特
任
教
授
）

　

一
九
九
八
年
六
月
�
北
京
の
中
国
社
会
科
学
院
に
敦
煌
学
研
究
中

心
が
生
れ
�
社
会
科
学
院
の
歴
史
・
文
学
・
言
語
・
宗
教
・
民
族
・

経
済
等
諸
分
野
に
属
す
�
十
余
名
の
敦
煌
学
に
関
係
す
る
研
究
者
が

一
個
の
学
際
的
組
織
を
立
上
げ
た
�
本
書
は
こ
の
組
織
が
同
年
九
月

二
一
日
に
正
式
に
開
始
し
た
最
初
の
綜
合
研
究
テ
�
マ
の
報
告
書
で

あ
る
�
内
容
は
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
亘
り
�
古
稀
を
こ
え
る

老
大
家
か
ら
働
き
ざ
か
り
の
四
十
・
五
十
代
メ
ン
バ
�
と
三
十
代
の

若
手
を
含
む
老
・
中
・
青
の
結
合
に
よ
り
研
究
が
推
進
さ
れ
た
�
張

弓
氏
執
筆
の
五
頁
の
前
言
に
は
�
敦
煌
典
籍
と
は
経
史
子
集
四
部
の

書
籍
を
い
い
�
そ
れ
ら
の
歴
史
的
�
文
化
的
価
値
の
闡
明
�
中
原
と

西
陲
の
一
体
性
を
追
求
し
�
印
刷
普
及
以
前
の
写
本
の
最
大
堆
積
を

系
統
的
に
分
析
し
て
�
図
書
学
の
見
地
で
整
理
を
進
め
�
多
面
的
に

写
本
の
内
容
・
形
式
を
解
明
し
�
当
代
社
会
の
実
相
に
迫
り
�
文
化

の
実
体
を
把
握
せ
ん
と
す
る
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
る
�
本
書
の
構
成
は
�

張
弓
�
一
九
三
八―

�
�
社
科
院
歴
史
所
�
緒
論　

 
 

三
四
頁
／
〇
点

王
素
�
故
宮
博
物
院
�
儒
典　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
六
頁
／
五
点

牛
来
穎
�
社
科
院
歴
史
所
�
蒙
書　
　
　
　
　
　
　

 

四
八
頁
／
五
点

方
広
錩
�
一
九
四
八―

�
�
社
科
院
宗
教
所
�
佛
典
一
二
四
頁
／
五
点

王
卡
�
一
九
五
六―

�
�
社
科
院
宗
教
所
�　

 

道
典　

七
〇
頁
／
四
点

李
錦
繡
�
社
科
院
歴
史
所
�
史
地　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
頁
／
七
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
上
巻

張
錫
厚
�
一
九
三
七―

�
�
社
科
院
文
学
所
�

文
学
一
�
四
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九
頁
／
四
点

楊
宝
玉
�
社
科
院
歴
史
所
�

文
学
五
�
一
〇
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
八
頁
／
五
点

呉
麗
娯
�
社
科
院
歴
史
所
�
書
儀　
　
　
　
　

 

　

一
四
二
頁
／
三
点

黄
正
建
�
一
九
五
四―

�
�
社
科
院
歴
史
所
�
雑
占　

 

　
　
　
　
　

　
　

一
四
九
頁
／
三
点

王
咪
咪
�
医
科
学
院
中
医
医
史
研
�
医
薬　
　

 

　
　

六
〇
頁
／
三
点

鄧
文
寛
�
一
九
四
九―

�
�
文
物
局
文
物
研
�

天
文
暦
法
算
学
印
刷
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
五
頁
／
三
点

王
堯
�
中
央
民
族
大
学
�　

蔵
文　
　
　
　
　
　
　
　

五
七
頁
／
一
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
下
巻

　

以
上
十
三
名
に
よ
り
十
三
に
分
類
さ
れ
た
典
籍
が
解
説
さ
れ
る
�

時
代
は
魏
晋
�
五
代
北
宋
初
�
緒
論
に
よ
る
と
経
部
儒
典
が
二
�
三
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張
弓
主
編

『
敦
煌
典
籍
与
唐
五
代
歴
史
文
化
』（
上
・
下
）

中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
二
〇
〇
六
年
・
五
、
八
二
七
円

（
図
版
）

（
図
版
）
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十
種
二
六
一
巻
�
史
部
は
六
�
七
十
種
�
子
部
は
七
�
八
十
種
�
集

部
が
三
�
四
十
種
�
四
部
合
計
約
二
百
種
ば
か
り
�
敦
煌
文
献
の
主

体
佛
典
は
一
千
種
を
下
ら
ず
�
そ
の
う
ち
三
百
種
近
く
が
大
蔵
経
著

録
�
道
典
は
数
百
種
�
道
蔵
著
録
未
著
録
約
半
々
と
い
う
�

　

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
�
敦
煌
文
献
の
大
半
を
占
め
る
典
籍

�
書
籍
�
が
本
書
の
対
象
で
�
文
書
類
�
寺
院
文
書
・
官
文
書
・
書
翰

等
�
は
除
外
さ
れ
て
い
る
�
恐
ら
く
別
に
専
書
が
作
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
�
次
に
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
�
全
典
籍
を
包
含
し
な
が
ら
�

分
野
間
に
著
し
い
詳
略
の
差
が
め
だ
つ
こ
と
で
あ
る
�
点
数
か
ら
み

る
と
全
典
籍
の
九
割
を
占
め
る
佛
典
の
記
述
が
僅
か
一
割
に
凝
縮
さ

れ
�
数
十
点
乃
至
二
�
三
百
点
の
史
地
・
書
儀
・
雑
占
が
夫
々
一
割

以
上
の
ス
ペ
�
ス
を
与
え
ら
れ
て
い
る
�
比
較
的
若
い
世
代
に
属
す

る
李
錦
繡
・
呉
麗
娯
・
黄
正
建
氏
ら
が
比
較
的
詳
細
に
叙
述
し
て
お

り
�
当
代
史
の
特
質
や
年
代
的
推
移
と
典
籍
内
容
の
関
連
が
語
ら
れ

て
い
る
�
文
学
研
究
所
や
宗
教
研
究
所
で
は
な
く
�
歴
史
研
究
所
が

本
書
編
纂
の
主
体
を
な
し
た
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
�
さ
れ
ば
本
書

の
最
大
の
受
益
者
は
歴
史
家
と
思
わ
れ
る
�
主
編
張
弓
氏
は
一
九
五

七
年
秋
北
京
師
範
大
学
歴
史
系
に
入
り
白
寿
彝
教
授
ら
の
薫
陶
に
よ

り
科
学
的
歴
史
観
�
唯
物
史
観
�
を
身
に
つ
け
六
一
年
卒
業
�
歴
史

教
師
を
十
数
年
勤
め
四
十
歳
を
す
ぎ
て
か
ら
武
漢
大
の
唐
長
孺
教
授

の
隋
唐
史
研
究
生
と
な
�
た
�
一
年
間
に
�
隋
書
�
�
新
唐
書
�
�
旧

唐
書
�
�
資
治
通
鑑
隋
唐
五
代
紀
�
を
通
読
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
�

さ
ら
に
�
全
唐
文
�
を
一
覧
し
て
重
要
資
料
の
メ
モ
を
と
�
た
と
い

う
か
ら
そ
の
勉
学
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
�
そ
の
修
士
論
文
�
唐
朝
倉
廩

制
度
初
探
�
は
�
中
華
歴
史
叢
書
�
の
一
冊
と
し
て
一
九
八
六
年
中

華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
�
北
京
の
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

の
ス
タ
�
フ
と
な
り
唐
史
学
会
員
と
な
�
た
彼
は
最
近
の
研
究
課
題

と
し
て
�
唐
代
寺
院
と
寺
院
経
済
�
を
あ
げ
て
い
る
�
�
中
国
唐
史
学

会
会
刊
五
期
�
�
八
六
年
三
月
�
�
約
一
〇
年
の
苦
心
博
捜
の
成
果
は

大
著
�
漢
唐
佛
寺
文
化
史
�
上
下
二
巻
�
�
唐
研
究
基
金
会
叢
書
�
�
中

国
社
会
科
学
出
版
社
�
一
九
九
七
年
一
二
月
�
一
〇
四
四
頁
�
に
結

実
し
た
�
本
書
の
篇
目
は
以
下
の
と
お
り
�

自
序　

漢
唐
佛
寺―

―

華
梵
文
明
的
遇
合
与
化
新　
　
　
　

一
四
頁

尋
藍
篇　

漢
晋
�
南
北
朝
�
隋
唐
�
佛
寺
型
制
的
演
変 

 

一
六
二
頁

造
設
篇　

営
造
�
営
寺
発
願
�
寺
等
�
景
観　
　
　
　
　
　

九
一
頁

基
壌
篇　

早
期
�
東
晋
�
隋
�
初
唐
盛
唐
�
中
唐
晩
唐　

 
 

五
二
頁

僧
伽
篇　

僧
尼
儀
制
�
僧
官
与
寺
職
�
省
寺
的
僧
伽
管
理 

 

六
五
頁

科
門
篇　

訳
場
�
義
林
�
禅
窟
�
律
鎮
�
声
苑　
　
　
　
　

九
二
頁

妙
相
篇
�
上
�
寺
院
絵
画
造
像
区
群 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
頁

妙
相
篇
�
下
�
石
窟
寺
絵
画
造
像
区
群
�
芸
術
風
格
与
審
美
趣
味
�

瑞
像
崇
拝 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
五
〇
頁

文
苑
篇　

人
文
撰
述
�
文
学
創
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
〇
頁

芸
技
篇　

楽
舞
�
戯
弄
�
書
法
�
茶
道
�
医
薬
・
暦
算　

 
 

八
四
頁

輔
世
篇　

歳
節
�
寺
学
�
外
蔵
�
附
舎
利
蔵
�
�
栖
寄
�
利
養 

　
　

　
　
　
　

 
 

　

一
一
〇
頁

　

�
漢
唐
佛
寺
文
化
史
�
は
簡
体
字
使
用
�
巻
頭
に
�
唐
代
佛
寺
分
布

示
意
図
・
唐
代
佛
寺
区
群
示
意
図
�
折
込
地
図
�
黒
白
五
件
・
カ
ラ
�

一
二
件
の
図
版
を
掲
げ
�
下
巻
首
に
黒
白
三
・
カ
ラ
�
一
九
件
の
図

版
を
附
し
�
な
お
本
文
中
に
一
八
〇
余
件
の
図
を
挿
入
し
�
読
者
の

便
を
は
か
り
�
毎
篇
目
末
に
注
釈
を
附
し
記
事
の
出
処
と
参
照
文
献
�

注
意
事
項
等
を
述
べ
て
い
る
�
入
蔵
文
献
は
大
正
蔵
経
に
よ
�
て
頁

が
表
示
さ
れ
�
台
北
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
�
二
十
四

史
電
脳
検
索
系
統
�
に
も
言
及
さ
れ
る
�
本
書
は
六
千
部
印
刷
�
広

汎
な
普
及
が
察
せ
ら
れ
�
学
界
・
教
育
界
へ
の
影
響
も
は
か
り
し
れ

な
い
�
本
書
撰
述
を
通
じ
中
国
佛
教
全
般
に
見
通
し
を
も
ち
一
定
の

見
識
を
具
え
た
編
者
張
弓
氏
を
中
心
に
国
家
社
会
科
学
助
成
項
目
に
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採
用
さ
れ
た
�
敦
煌
典
籍
与
唐
五
代
歴
史
文
化
�
の
綜
合
研
究
が
推

進
さ
れ
�
二
〇
〇
一
�
二
年
に
原
稿
が
で
き
〇
三
年
に
完
結
し
た
�

出
版
ま
で
の
三
年
間
の
新
知
見
の
一
部
は
取
入
れ
た
が
�
不
充
分
を

免
れ
ぬ
と
編
者
は
の
べ
る
�
は
じ
め
予
定
し
た
言
語
典
籍
篇
は
執
筆

者
が
研
究
グ
ル
�
プ
を
去
�
た
の
で
実
現
し
な
か
�
た
�
か
よ
う
に

細
部
に
缺
陥
を
含
む
と
は
い
え
�
�
敦
煌
典
籍
与
唐
五
代
歴
史
文
化
�

は
敦
煌
学
の
現
状
を
も
の
が
た
り
主
要
成
果
を
集
約
し
た
極
め
て
有

用
な
参
考
書
と
い
え
よ
う
�
日
本
の
研
究
成
果
も
ひ
ろ
く
参
照
さ
れ

て
い
る
が
�
欧
文
の
参
照
に
や
や
難
が
感
ぜ
ら
れ
る
�
巻
末
一
一
七

四
頁
脚
注
に
�

C
k×
a
r
l
e
s

�C
h○
a
r
l
e
s

T
i
b
e’
t
a
i
n

�T
i
b
é○
t
a
i
n

�
三
所
�

A
s
i
a
t
i
g×
u
e

�A
s
i
a
t
i
q○
u
e

e
d×

�e
t○

t
e
x
T×
e
s

�t
e
x
t○
e
s

a
p
r
e’
s

�a
p
r
è○
s

a
n
n
o
t’
e
e

�a
n
n
o
t
é○
e

T
o
u
e
n
-
b×
o
u
a
n
g

�T
o
u
e
n
-
h○
o
u
a
n
g

E’
d
i
t
i
o
n

�É○
d
i
t
i
o
n

v×
n

�u○
n

d
e
 
j
i×
o
n
g

�d
e
 
J
o○
n
g

�
二
所
�

E
’t
u
d
e
s

�É○
t
u
d
e
s

m
a
r
o×
c
e
e×
l
l
e
 
l×
a
l
o
u

�M
a
r
c
e
l
 
L○
a
l
o
u

の
如
く
一
〇
行
に
十
数
カ
所
の
誤
植
が
目
に
つ
く
�
巻
頭
の
カ
ラ
�

図
版
八
頁
一
五
件
�
黒
白
図
版
一
六
頁
三
三
件
は
小
型
な
が
ら
敦
煌

典
籍
の
面
目
を
よ
く
伝
え
�
全
書
の
脚
注
を
通
じ
執
筆
者
達
の
参
照

し
た
資
料
�
研
究
文
献
を
窺
い
得
る
�
但
だ
欲
を
言
え
ば
�
ま
と

ま
�
たB

i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y

と
索
引
が
収
載
さ
れ
て
い
た
な
ら
本
書
の

利
用
価
値
は
は
る
か
に
高
ま
�
た
で
あ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
る
�
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